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柏市いじめ防止基本方針より

学校と関係機関

連携の位置づけ
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柏市におけるいじめ認知件数の変化
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いじめ認知件数の変化について

認知件数は年々増加傾向

初期段階のいじめを各学校が積極的に把握

課題への取組として

人権意識の高まり

一方，いじめ認知件数の増加は喫緊の課題

未然防止 早期発見 早期対応
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学級担任が発見した

学級担任以外の教職員が発見した

養護教諭が発見した

スクールカウンセラー等の相談員が発見した

アンケート調査などの学校の取組により発見した

高等学校 中学校 小学校

いじめ発見のきっかけ（学校の教職員等が発見した）

(件)



5

0 50 100 150 200 250

本人からの訴え

当該児童生徒の保護者から

児童生徒(本人を除く)からの情報

地域の住民からの情報

学校以外の関係機関（相談機関を含む）からの

情報

その他（匿名による投書など）

高等学校 中学校 小学校
(件)

いじめ発見のきっかけ（学校の教職員以外の情報により発見した）

本人以外からの情報は少ない
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出席機関・団体 取組

教育委員 教育委員会主体の調査をする際、委員の委嘱
いじめの状況やいじめ防止サミット等の報告を受けた際の助言

千葉県児童相談所 家庭の中の児童虐待が起きないよう支援・調整
いじめの予防に繋がる家庭支援（背景に家庭環境の問題がある可能性）

千葉地方法務局柏支局 「人権相談(面接)」「子どもの人権SOSミニレター」
「子どもの人権１１０」「女性の人権ホットライン」「みんなの人権１１０番」
「インターネット人権相談」

千葉県警察警察本部
生活安全部・少年課

いじめ問題について，相談窓口の周知
ヤング・テレホン
各地区少年センター少年相談窓口
学校警察連絡協議会や学校・警察連絡制度，スクール・サポーター制度の活用
非行防止教室やいじめ被害者支援

柏警察署
生活安全課

ネット安全教室（ネットトラブル増加）
学校内での暴力，暴行対応→事件化する事案あり
自殺予防
性教育（盗撮被害の増加）

千葉県人権擁護委員連合会 人権擁護委員による学校での「人権教室」や「人権講演」を実施
「人権相談(面接)」「子どもの人権SOSミニレター」
「女性の人権ホットライン」「子どもの人権１１０」「みんなの人権１１０番」



7

柏市医師会 要支援児童，児童虐待に関する情報提供
いじめ重大事態調査検証委員（医師）
いじめ等の予防，健康教育「心と体の健康」
性教育や命の大切さを伝える講演実施

松戸総合法律事務所
弁護士

いじめ防止授業の講師「こどもの権利委員会」中心に活動
スクールロイヤー
いじめ重大事態検証検証委員（弁護士）
いじめ被害者に特化した相談窓口

開智国際大学教育学部
教授

いじめ重大事態検証検証委員(学識経験者)
教員養成課程における教育
（いじめ・人権意識・校内トラブル・子どもとの向き合い方）
教育実習の対応相談

公認心理師
臨床心理士
SCスーパーバイザー

ＳＯＳの出し方教育 （出し方・受け止め方）
カウンセリング
いじめ被害者・加害者支援
いじめ対応のスーパーバイズ
いじめ重大事態検証委員（心理の専門家）

市立学校 学校いじめ防止対策委員会
いじめアンケート
いじめ防止サミット
日常的ないじめ未然防止教育
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各機関との連携

各機関におけるいじめ相談

解決したい 相談に留めたい

教育委員会児童生徒課

関係機関からの情報を踏まえた
学校対応

関係機関対応

解決に向けて
情報共有してよいか

いじめとして認知

学 校

ニーズに合わせて
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こどもの声を幅ひろくキャッチ→「いじめ」を認知

御意見・御質問

いじめ案件・ケースを受けた際の対応

未然防止・早期発見・早期対応の観点から

いじめ

認知


